
「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

1

家庭や地域等との連携

・地域等との連携・協働力
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はじめに

家庭や地域等との連携についての説明
を通して、それぞれ立場の異なる方と
の連携の在り方や目的について理解す
る。

○ 講座のねらい
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はじめに

１ 保護者・地域住民とのコミュニケーション

２ コミュニティ・スクール

３ 地域の教育資源等を活用した教育活動

４ 学校間の連携

５ まとめ

６ 参考資料

○ 内容
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はじめに

なぜ
「家庭・地域との連携、学校間の連携」
が必要ですか？
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保護者・地域住民とのコミュニケーション

○ 社会に開かれた教育課程が求められる背景

出典：「第４期教育振興基本計画 【概要】 （令和５年度～９年度） 」（文部科学省）



出典：「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（中央教育審議会） 6

○ 社会に開かれた教育課程

保護者・地域住民とのコミュニケーション
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◆ポイント１
よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標

を学校と社会とが共有すること。

◆ポイント２
これからの社会を創り出していく子どもたちに必要な資

質・能力が何かを教育課程において明確にし、育んでいく
こと

◆ポイント３
教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用

したり、社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校内
に閉じずに、その目指すところを社会と共有・連携しながら
実現させること。

出典：「社会に開かれた教育課程」（文部科学省）

保護者・地域住民とのコミュニケーション
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出典：令和６年度「地域とともにある学校づくり推進フォーラム」行政説明資料「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の

一体的推進」（文部科学省）

保護者・地域住民とのコミュニケーション
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２ 地域との連携

出典：「学校と地域でつくる学びの未来コミュニティ・スクール」（文部科学省）

○ 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）

家庭や地域社会との連携及び協働と世代を越えた交流の機会２ コミュニティ・スクール



２ 地域との連携

10参考：「令和７年４月 広報誌 『地学協働 No.43』」（令和８年４月北海道教育委員会）を基に作成

家庭や地域社会との連携及び協働と世代を越えた交流の機会２ コミュニティ・スクール



２ 地域との連携

11出典：「令和７年度 地学協働事例集」（北海道教育委員会）

３ 地域の教育資源を活用した教育活動

＜地域の資源や特色を生かした地域学校協働活動を行った事例＞
（音更町）
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３ 地域の教育資源を活用した教育活動

＜地域の資源や特色を生かした地域学校協働活動を行った事例＞
（苫前町）

出典：「令和７年度 地学協働事例集」（北海道教育委員会）



13出典：「令和５年７月 広報誌『地学協働No.10』」（北海道教育委員会）

３ 地域の教育資源を活用した教育活動

＜地域の資源や特色を生かした地域学校協働活動を行った事例＞
（北海道寿都高等学校）
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４ 学校間の連携

参考：「小（中）学校学習指導要領解説総則編 第５節学校運営上の留意事項２
家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携」

イ 他の小学校や、幼稚園、認定こども園、
保育所、中学校、高等学校、特別支援学校な
どとの間の連携や交流を図るとともに、障害
のある幼児児童生徒との交流及び共同学習
の機会を設け、共に尊重し合いながら協働し
て生活していく態度を育むようにすること。

○ 学校相互間の連携や交流の目的
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学校相互間の連携や交流

学校間の連携としては、例えば、同一市区町村等の学校同士が
学習指導や生徒指導のための連絡会を設けたり、合同の研究会
や研修会を開催したりすることなどが考えられる。

その際、幼稚園や認定こども園、保育所、中学校との間で相互
に幼児児童生徒の実態や指導の在り方などについて理解を深め
ることは、それぞれの学校段階の役割の基本を再確認することと
なるとともに、広い視野に立って教育活動の改善・充実を図ってい
く上で極めて有意義であり、幼児児童生徒に対する一貫性のある
教育を相互に連携し協力し合って推進するという新たな発想や取
組が期待される。

参考：「小（中）学校学習指導要領解説総則編 第５節学校運営上の留意事項２
家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携」

○ 学校間の連携

４ 学校間の連携
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＜地域で学習指導のための研修会を実施した事例＞（安平町）

参考：「小中一貫教育モデル及びモデル校取組事例（令和６年度）」
（北海道教育委員会）を基に作成

○ ９年間を通じた指導計画の作成

・指導内容系統一覧表を作成し、地域の特色を生かした地域学習を計

画的に行うなど、９年間を通じた「ふるさと教育」の充実を図った。

・全教員が「安平町ハンドブック」にあるピクトグラムを活用し、目

指す子どもの姿の実現に向けた授業改善の視点を共有しながら、校

内研究を実施した。

３ 学校間の連携学校相互間の連携や交流４ 学校間の連携
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学校相互間の連携や交流

学校同士の交流としては、例えば、近隣の小学校や幼稚園，認
定こども園、保育所、校区の中学校と学校行事、クラブ活動や部
活動、自然体験活動、ボランティア活動などを合同で行ったり、自
然や社会環境が異なる学校同士が相互に訪問したり、コンピュー
タや情報通信ネットワークなどを活用して交流したり、特別支援学
校などとの交流を図ったりすることなどが考えられる。これらの活
動を通じ、学校全体が活性化するとともに、児童が幅広い体験を
得、視野を広げることにより、豊かな人間形成を図っていくことが
期待される。

参考：「小（中）学校学習指導要領解説総則編 第５節学校運営上の留意事項２
家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携」

○ 学校間の交流

４ 学校間の連携
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＜幼稚園・保育園が小学校と交流を行った事例＞（えりも町）

参考：「北海道版幼児教育スタートプログラム事業モデル地域の成果資料

（令和６年度）」（北海道教育委員会）を基に作成

・架け橋期カリキュラムを作成し、めざす子ども像を教職員間で共有し

たうえで交流活動を位置付けることにより、幼児・児童が幅広い体験を

通じて、目標とする資質・能力を身に付けられるようにする。

３ 学校間の連携学校相互間の連携や交流４ 学校間の連携



出典：「小（中）学校学習指導要領前文」（文部科学省）

これからの時代に求められる教育を実現していくた
めには、よりよい学校教育を通してよりよい社会を
創るという理念を学校と社会とが共有し、それぞれ
の学校において、必要な学習内容をどのように学び、
どのような資質・能力を身に付けられるようにする
のかを教育課程において明確にしながら、社会との
連携及び協働によりその実現を図っていくという、
社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。
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はじめに ５ まとめ



出典：「小（中）学校学習指導要領前文」（文部科学省）

児童が学ぶことの意義を実感できる環境を整え，一
人一人の資質・能力を伸ばせるようにしていくこと
は，教職員をはじめとする学校関係者はもとより，
家庭や地域の人々も含め，様々な立場から児童や学
校に関わる全ての大人に期待される役割である

20

はじめに ５ まとめ
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５ まとめ

なぜ
「家庭・地域との連携、学校間の連携」
が必要ですか？
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６ 参考資料

○ 家庭や地域等の連携において参考となる資料の紹介

令和７年度地学協働事例集
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６ 参考資料

○ 家庭や地域等の連携において参考となる資料の紹介

「地学協働」北海道の地域と学校の連携・協働を応援する広報誌


